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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、突厥碑文や唐代墓誌などの一次史料を読解することで、第一可汗国（552～630 年；583 年以降は東突






















































 その注目すべき成果の第一は、トニュクク碑文中における Otuz Türük「三十姓突厥」の新発見と、キョル＝テギ
ン碑文の欠損部分における「三十姓突厥」の復原であり、その価値には極めて高いものがある。それによって、ビル
ゲ可汗の即位式における宣言文がほぼ完全に復元されたのであり、彼の即位式での呼びかけ対象が「三十姓突厥」と
「九姓鉄勒」であったことも判明した。また阿史那思摩墓誌銘によって、突厥第一可汗国の可汗系譜をほぼ完全に復
原したのも、高く評価できよう。 
 ルーン文字（いわゆる突厥文字）・古代トルコ語で書かれた突厥諸碑文は、ユーラシアに雄飛した遊牧騎馬民族が
自らの手で書き残した最初の文字史料であるが、それはすべて突厥第二可汗国時代のものである。これを歴史史料と
して取り込むことは、第二突厥が先行する第一突厥をどのように評価していたか、また唐の羈縻支配期をどのように
位置づけていたのかを探究するためだけでなく、ひいては遊牧民族の側、すなわち中央ユーラシア側の視点から世界
史を再構成する試みにも繋がる作業である。著者が発見し「ブミン正統原理」と名付けた概念には、いま一つ説明不
足の感がなくもないが、長らく文字を持たなかった遊牧民族にも明確な歴史意識が存在したこと、それを王権の強化
に利用したことを明らかにした点は重要である。「ブミン正統原理」という王統観が成立した背景には、第二可汗国
の建国当時、唐朝の庇護下に第一可汗国・ブミン可汗直系の子孫が「可汗」として生存していたという事情があり、
東突厥遺民並びに九姓鉄勒を糾合するだけでなく、イシュテミ可汗の後裔たる西突厥をも傘下に引き込むために、ブ
ミン可汗が第二可汗国の先祖として選択されたのであるという推論も、それなりの説得力を持っている。 
 よって、本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 
